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昭
和
五
十
八
年
度
版
（
第
三
集
）
か
た
り
べ
誌
友
録

Ⅱ
Ｉ
読
者
の
声
１
人
丸
の
石
を
た
ず
ね
て
：
…
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山
中
家
「
蔵
書
目
録
」
…
…
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…
：
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…

嘉
瀬
の
皆
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ん
へ
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…
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：

嘉
瀬
考
そ
の
一
…
…
…
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；
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…
…
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：
：

ふ
る
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と
を
探
る
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Ⅱ
十
和
田
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踏
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紀
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…
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頃
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：
…

誕
睨
雌
観
音
山
か
ら
嘉
瀬
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眺
め
て

表
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曼
陀
羅
地
獄
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（
部
分
）

表
紙
解
説
妙
光
庵
の
曼
陀
羅
地
獄
絵

巻
頭
一
一
一
［
路
端
の
石
こ
ろ
に
と
…
：

『
ふ
る
さ
と
を
探
る
会
』
の
歩
み
…
：
…

柿
本
人
麻
呂
の
伝
記
（
中
編
）

玉
ノ
井
村
右
ェ
門
を
さ
ぐ
る

奉
加
帳
嘉
瀬
今
昔
：
…
：
：
…
…

Ｉ
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外
崎
三
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男
：

原
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治
：

き
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し
た
清
一
：

Ⅱ
日
本
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ

事
始
め
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…
…
…
…
：
：
．
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…
・
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新
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ポ
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ッ

プ
ロ
ボ
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青
森
大
会

Ⅱ
例
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の
一
コ
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…
…
四

大
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治
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嘉
瀬
の
人

秋
元
惣
之
進

木
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治
利

原
田
万
治

青
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四
郎

木
下
巽

山
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正
津

木
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治
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小
山
内
嘉
一
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卜
（
嘉
瀬
出
身
沢
田
孝
氏
）
へ
発
注
。

昭
和
五
十
七
年
五
月
二
十
三
日
Ⅱ
津
軽
風
土
記
劇
団
「
レ
オ
」
の
見
学
と
交
流
（
木

村
・
木
下
・
木
立
出
席
）

昭
和
五
十
七
年
六
月
十
二
日
’
十
三
日
Ⅲ
「
か
た
り
べ
」
第
二
集
第
一
次
校
正
。

昭
和
五
十
七
年
六
月
十
四
日
Ⅱ
定
例
会
、
会
員
夏
季
研
修
会
実
施
計
画
案
の
検
討
。

昭
和
五
十
七
年
六
月
十
九
日
Ⅲ
「
か
た
り
べ
」
第
二
集
第
二
次
校
正
。

昭
和
五
十
七
年
六
月
二
十
三
日
Ⅱ
「
か
た
り
べ
」
第
二
集
第
三
次
校
正
。

昭
和
五
十
七
年
七
月
四
日
Ⅲ
「
か
た
り
べ
」
第
二
集
完
成
、
発
刊
記
念
パ
ー
テ
ー
（
於
．

白
川
食
堂
）

昭
和
五
十
七
年
七
月
二
十
一
日
Ⅱ
木
村
会
長
、
嘉
瀬
ふ
る
さ
と
を
探
る
会
を
代
表
し
て
、

会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
、
Ｒ
Ａ
Ｂ
テ
レ
ビ
放
送
「
今
日
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」

に
出
演
。

昭
和
五
十
七
年
七
月
二
十
四
日
Ⅲ
村
内
め
ぐ
り
実
地
研
修
踏
査
実
施
。
小
栗
崎
－
磯

崎
神
社
（
中
柏
木
）
－
ニ
ッ
森
－
観
音
堂
等
。

昭
和
五
十
七
年
七
月
一
一
十
八
日
Ⅲ
定
例
会
、
夏
季
研
修
会
の
日
程
協
議
。

昭
和
五
十
七
年
七
月
三
十
日
Ⅲ
東
奥
日
報
社
編
集
局
次
長
長
谷
氏
『
い
ご
く
穴
』
取
材
に

来
訪
。

昭
和
五
十
七
年
八
月
七
日
Ⅲ
観
音
山
（
立
山
）
附
近
一
帯
の
神
社
・
石
碑
実
地
踏
査

（
観
音
堂
内
に
於
て
反
省
会
）
・

昭
和
五
十
七
年
八
月
一
一
十
日
’
’
一
十
一
日
Ⅲ
会
員
夏
季
研
修
会
。
田
舎
舘
資
料
舘
－

垂
柳
遺
蹟
－
青
森
入
内
石
神
神
社
（
尾
上
荘
泊
）

昭
和
五
十
七
年
八
月
三
十
日
Ⅱ
「
嘉
瀬
ネ
ブ
タ
愛
好
会
』
と
、
ふ
る
さ
と
の
ネ
ブ
タ

を
考
え
る
集
い
を
嘉
瀬
公
民
舘
で
開
く
。

昭
和
五
十
七
年
十
一
月
二
十
九
日
Ⅲ
定
例
会
、
『
か
た
り
べ
』
第
三
集
の
企
画
と
原

こ
と
に
決
定
。

昭
和
五
十
八
年
九
月
十
五
日
Ⅱ
金
木
町
内
史
蹟
実
地
踏
査
実
施
。
妙
光
庵
１
ヒ
バ
神

木
（
喜
良
市
十
二
本
ヤ
ス
）
－
十
和
田
神
社
１
湯
の
沢
五
輪
の
塔
。

昭
和
五
十
八
年
十
月
三
十
一
日
Ⅱ
青
森
県
立
図
書
館
よ
り
「
青
森
県
内
出
版
物
総
目

録
（
昭
和
五
十
八
年
版
）
作
成
の
た
め
の
調
査
依
頼
あ
る
。

昭
和
五
十
八
年
十
一
月
一
一
十
八
日
Ⅱ
定
例
会
、
『
か
た
り
べ
」
第
四
集
の
企
画
討
議
。

昭
和
五
十
八
年
十
二
月
十
六
日
Ⅲ
会
員
親
睦
忘
年
会
（
於
・
五
所
川
原
市
玉
龍
）

昭
和
五
十
八
年
十
二
月
二
十
六
日
Ⅲ
『
か
た
り
べ
」
編
集
委
員
会
、
第
四
集
の
編
集

方
針
を
企
画
。

昭
和
五
十
八
年
十
二
月
三
十
日
Ⅲ
国
会
図
書
館
発
行
の
日
本
図
書
誌
（
週
刊
版
）
に

「
か
た
り
べ
」
登
録
さ
れ
る
。

昭
和
五
十
九
年
一
月
一
一
十
三
日
Ⅱ
定
例
会
、
嘉
瀬
公
民
館
に
於
て
、
昭
和
五
十
九
年

度
の
調
査
予
定
地
の
検
討
。

昭
和
五
十
九
年
二
月
二
十
八
日
Ⅱ
定
例
会
、
か
た
り
べ
原
稿
〆
切
り
に
つ
い
て
討
議
。

（
於
・
白
川
食
堂
）

昭
和
五
十
九
年
三
月
十
五
日
Ⅲ
定
例
会
、
総
会
準
備
会
、
昭
和
五
十
九
年
度
の
踏
査

研
修
予
定
地
を
検
討
。

昭
和
五
十
九
年
四
月
二
十
五
日
Ⅱ
嘉
瀬
ふ
る
さ
と
を
探
る
会
定
期
総
会
展
五
所
川
原

市
内
）
・
役
員
留
任
。
か
た
り
べ
編
集
委
員
長
に
山
中
正
津
選
出
さ
れ
る
。

仁べの窕累

と崎

稿
依
頼
の
方
法
に
つ
い
て
協
議
。

昭
和
五
十
七
年
十
二
月
二
十
九
日
Ⅱ
会
員
親
睦
忘
年
会
（
於
・
五
所
川
原
市
鯉
川
旅

館
）

昭
和
五
十
八
年
一
月
二
十
八
日
Ⅱ
定
例
会
、
『
か
た
り
べ
』
第
三
集
原
稿
整
理
お
よ

び
発
行
を
五
月
と
す
る
こ
と
に
協
議
。

昭
和
五
十
八
年
二
月
二
十
五
日
Ⅱ
定
例
会
、
新
加
入
者
二
名
を
承
認
。

昭
和
五
十
八
年
四
月
十
日
Ⅱ
役
員
会
、
定
期
総
会
の
日
程
お
よ
び
提
出
議
案
審
議
。

昭
和
五
十
八
年
四
月
二
十
三
日
Ⅱ
第
七
回
定
期
総
会
（
於
・
五
所
川
原
市
千
楽
食
堂
）

役
員
留
任
。

昭
和
五
十
八
年
五
月
十
六
日
Ⅱ
『
か
た
り
べ
』
第
三
集
を
八
戸
プ
リ
ン
ト
に
発
注
。

昭
和
五
十
八
年
五
月
二
十
八
日
Ⅲ
定
例
会
、
沢
田
政
孝
氏
所
蔵
の
仏
壇
の
来
歴
を
調

査
。

昭
和
五
十
八
年
六
月
十
一
日
Ⅲ
『
か
た
り
べ
』
第
三
集
第
一
次
校
正
。

昭
和
五
十
八
年
六
月
十
九
日
Ⅱ
『
か
た
り
べ
』
第
三
集
第
二
次
校
正
。

昭
和
五
十
八
年
七
月
一
日
Ⅱ
『
か
た
り
べ
』
第
三
集
発
刊
。

昭
和
五
十
八
年
七
月
二
日
Ⅱ
『
か
た
り
べ
』
第
三
集
発
刊
パ
ー
テ
ィ
ー
・

昭
和
五
十
八
年
七
月
九
日
Ⅱ
人
丸
神
石
碑
嘉
瀬
八
幡
宮
遷
座
五
周
年
例
祭
を
実
施
。

笹
木
神
官
の
祭
詞
に
よ
り
取
行
い
、
来
賓
者
町
議
会
議
長
秋
元
武
治
氏
、
金
木

町
助
役
嘉
瀬
農
協
組
合
長
吉
崎
忠
直
氏
、
町
教
育
長
、
嘉
瀬
小
学
校
長
。

昭
和
五
十
八
年
七
月
二
十
六
日
Ⅱ
定
例
会
、
村
内
史
蹟
調
査
め
ぐ
り
の
日
程
等
協
議
。

昭
和
五
十
八
年
七
月
三
十
一
日
Ⅱ
小
田
川
山
国
有
林
内
湯
ノ
沢
地
蔵
尊
一
帯
の
実
地

踏
査
大
雨
の
た
め
中
止
。

昭
和
五
十
八
年
九
月
七
日
Ⅱ
役
員
会
、
夏
季
研
修
会
実
施
に
つ
い
て
協
議
。

昭
和
五
十
八
年
九
月
十
一
日
Ⅲ
定
例
会
、
夏
季
研
修
会
は
金
木
町
内
実
地
踏
査
す
る

ふるさとを
探る会

嘉
瀬
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
と
し
て
、

言
年
史
」
を
刊
行
す
る
た
め
編
集
委
員
が

構
成
さ
れ
、
山
中
正
津
編
集
主
幹
の
も
と
に
、

学
校
の
資
料
、
地
区
内
の
資
料
を
あ
さ
り
、

昭
和
五
十
二
年
二
月
十
日
零
小
百
年
史
」

が
刊
行
さ
れ
た
。

編
集
慰
労
会
の
席
上
、
刊
行
さ
れ
た
百
年

史
の
内
容
を
分
析
、
学
校
関
係
資
料
は
ま
あ

ま
あ
と
し
て
、
『
む
ら
』
の
成
立
と
そ
の
『

歩
み
』
に
、
誰
も
が
蒐
集
資
料
不
足
の
、
も

の
足
り
な
さ
を
感
じ
て
居
た
・
誰
言
う
と
な

く
、
も
っ
と
詞
ら
』
の
で
き
ご
と
を
掘
り

さ
げ
て
み
よ
う
と
い
う
気
運
が
盛
り
上
り
、

有
志
に
呼
び
か
け
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
二

十
八
日
組
織
。

ま
ず
、
清
久
溜
池
崎
に
安
置
し
て
あ
っ
た
、

人
丸
（
柿
本
人
麻
呂
）
碑
の
調
査
研
究
か
ら

会
が
活
動
し
た
。
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